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「絞り込み検証 はじめの一歩（２）」

前回は「絞り込み検証」の基本的に使い方を解説しました。

今回は、「手仕舞い条件」を使わない場合の検証結果の見方を解説していきます。

検証ですから、通常は仕掛け条件があって手仕舞い条件がある。と対にして考えると思
われます。

しかし、手仕舞い条件は、まだ決まっていない、あいまいだ。といった場合もあるので
はないでしょうか。

そういう場合は、あえて手仕舞い条件を作成せず、仕掛け条件だけで検証します。

ただし、手仕舞い条件が全くない、という事も可能ですが、「補助条件」を使って簡易
な手仕舞いは作成しておいたほうがいいでしょう。

例えば、１０％上昇したら手仕舞う。とかです。テクニカル分析を使った手仕舞いはな
くてもいいですか、このような簡易な手仕舞い方法はあったほうが検証結果が分かりや
すいです。

今回仕掛ける条件は仕掛け条件は下記としました。

４１番に保存しました。

■仕掛け条件

手仕舞い条件は使わないので、作りません。
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■検証画面の設定

仕掛け条件は４１番。

手仕舞い条件はそのままで構いません。使いませんので。

日足検証で、期間は２０２５年のみ。※時間が掛かるのでそうしています。

建玉期間は、２０日と一ヶ月ほど先までみています。

そして、手仕舞い条件は使いませんので、ここにチェックを入れます。
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こうなります。

次に、「補助条件」を設定します。
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仕掛けは、通常の仕掛け、翌日寄付としました。

手仕舞い条件を使わない場合の補助条件を設定します。

ここでは、＋１０％、または－１０％になったら手仕舞うとしました。

仕掛けてから、＋１０％になるか、それとも－１０％になるか、どちらか早いほうを採
用します。

ここまで設定したら、「実行」します。

対象は、あらかじめ６１．検索対象銘柄選択で日経平均採用銘柄を選んであります。
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実行画面 最後 ９９８４ソフトバンク

銘柄が回らなくなったら、検証は終了です。

検証結果ファイルをＥＸＣＥＬから見ていきましょう。

ファイル名は下記です。

JPRKenSho0041-0041-2000-2000Day.csv
ファイルがあるフォルダは下記です。

C:\JPDATA2000\KenSho
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このように大きいファイルですから、途中を省きます。
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手仕舞い条件の項目を見てみると、

補助条件、時間切れの表記があります。

補助条件・・・先に設定した補助条件に合格しています。
＋１０％、または－１０％引っかかったという事です。

時間切れ・・・補助条件に合格せず、建玉期間（今回は２０日）を過ぎてしまったとい
う意味です。
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コメント欄に注目します。

手仕舞いが補助条件に合格した場合、コメントは、「手仕舞い補助条件合格」と表記さ
れます。

手仕舞いが補助条件に合格せず、時間切れとなった場合、コメントは、
「手仕舞えず・補助条件不合格」と表記されます。

そして、手仕舞えなかったので、「時間切れ・最終日が手仕舞い信号日」と次の行に
記載されます。
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コメントに「最高値・最安値項目」とありますが、今回の検証は、最高値・最安値を表
示させないとしたので、[XXXXXX]という表記になります。
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では、次に補助条件にも合格させない。としてみましょう。

このように設定します。

建玉期間２０日で、９９９９％上昇はありえません。なので結果として合格しない事に
なります。

－９９９９％は倒産の場合はありますが、今回はそこまでは考慮しません。

このようにありない数値を入力する事によって、合格させない。という事になります。

今回は最高値、最安値を表示させてみましょう。そして「実行」です。
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手仕舞い条件を見てみると全て「時間切れ」です。
補助条件に合格しなかった事が分かります。

最高値・最安値項目を表示する、と設定したので数値が入っています。
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仕掛けてから「４日後」に手仕舞う設定
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４日後に手仕舞いですから、全て「補助条件」に合格しています。

絞り込み検証は、上記の検証結果ファイルとセットです。

実行画面では分からない詳細が書き込まれています。

１つ１つの仕掛け、手仕舞いごとに載っています。

ＥＸＣＥＬで表示出来ますので、ご活用下さい。


